
 

 

 

車内カメラと AIを活用した「乗客見守りシステム」に関する実証実験を実施 

２０２０年３月２日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉 恭三）は、
兵庫県神戸市北区において、車内カメラと AI を活用した乗客見守りシステムに関する実証実験（以下「本
実証実験」）を実施します。 

 

 

１． 背景 

国内では MaaS※1 実現に向けた実証実験が各地域で活発に行われており、多様化する移動ニーズに

きめ細やかに対応するため、オンデマンドバス等の新しい形態の移動サービスの出現が期待されていま

す。将来的には、自動運転車を活用した移動サービスの普及も想定される中、乗務員の不在時にも、乗

客の安全・安心が確保されることが必要になると考えられます。 

本実証実験では、米国・シリコンバレーに本社を置く mpathy.ai 社（以下「mpathy.ai」）が開発し

た「乗客見守りシステム（Visual Ride Attendant（以下「VRA」）※2）」を自動走行車両（以下「実証

車両」）に搭載し、乗客見守りシステムの技術面の検証および移動サービス運営事業者・乗客へのヒア

リングを通じた社会受容性の検証を行います。 

なお、本実証実験は、当社が参画する「まちなか自動移動サービス事業構想コンソーシアム※3（以下

「コンソーシアム」）の活動の一環として実施するものです。 

 

■mpathy.ai について 

mpathy.ai は「ライドシェアを世界中の人々にとって素晴らしい体験にすること」を使命として、

Dietmar Meister, Robin Koenig,Henning Thoele の 3 名によって 2019 年に創立されたシリコンバレ

ーに本社を置く企業です。創設メンバーは自動車用ソフトウェア開発に関する知見を豊富に持ち、本実

証で利用するシステムを開発・提供します。 

 

 

２． 「乗客見守りシステム」に関する実証実験の概要 

■実施場所 

兵庫県神戸市北区筑紫が丘 

■実施日（予定） 

 2020 年 3 月 13 日 

■実施内容 

実証車両※4に mpathy.ai 開発の VRA を搭載したデモンストレーションを実施します。VRA の技術

面および移動サービス運営事業者・乗客へのヒアリング※5を通じた社会受容性を検証します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿 1-28-1 

www.aioinissaydowa.co.jp 

【デモンストレーションの流れ】 

乗車前

乗客

見守りシステム
（VRA）

乗車前にVRAアプリで本
人情報（氏名、電話番
号、顔写真）を登録

乗車時

VRAが本人を認識
「●●さん、ご乗車あ
りがとうございます」

出発前

VRAが乗客のシート
ベルト装着状況認識
「シートベルトをお締
めください」

乗車中 降車時

VRAが周辺情報を認識
「あと20分で到着します」
「このルートは渋滞してい
ます」

挨拶 注意喚起 情報提供

VRAが乗客の動作
状況（タバコ）認識
「この車は禁煙です」

注意喚起

VRAが乗客の忘れ
物（例：カバン）認識
「置き忘れがありま
す」

注意喚起

 



【実証車両・機器等】  

 

 

 

 

 

   自動走行車両（ゴルフカート型）  乗客の状態を認識するカメラ             AI システム 

 

 

３． 今後の展開 

自動運転車を活用した移動サービスの運営においては、事故時等の対応に加えて、「平時の乗客見守

り」が課題になると考えられます。当社として、移動サービスにおける「見守り業務」を含めた保険会

社の役割発揮のあり方について検討を進めていきます。 

また、コンソーシアムが目指す、まちなか自動移動サービスの実現および普及取組みを通じて地域に

貢献し、「安全・安心」なモビリティ社会の実現に貢献していきます。 

 

 

※1 Mobility as a Service の略 

※2 mpathy.ai 社が開発したシステムで、3 つのコア機能（感知・対話・学習と最適化）を有し、車内に設置したカメラと

AI を活用して乗客の状態を把握、乗客への注意喚起や乗客とのコミュニケーションを図ることで車内の安全・安心を

保ちます。 

※3 別紙参照 

※4 コンソーシアムに参画する国立大学法人名古屋大学のゴルフカート型の車両を使用します（運行の際は乗務員がいる

状態で走行します）。 

※5 コンソーシアムで実施する神戸市におけるローカル MaaS の実証実験における住民への事前ヒアリングでは、無人自

動運転時の不測の事態（定員オーバー、マナー違反等）に対する不安があるとの声をいただいています。 

 

 

 

以上 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

主に貢献しているＳＤＧｓ目標 



別紙 

 

まちなか自動移動サービス事業構想コンソーシアムの概要 

 

まちなか自動移動サービスを持続可能にするための事業構想を目的に、2018年に日本総研が設立した、

産官学民によるコンソーシアムです。自治会、自治体を含む産官学民が連携して、まちなか自動移動サービ

スの社会実装に必要なシステムの仕様や事業仮説について検討します。 

 

<まちなか自動移動サービスとは> 

住宅地内の店舗や公共施設、病院、バス停等までの、いわゆるラスト＆ファーストマイルの移動サービス

を軸に、タクシーの共同利用等、地域の公共交通も活用しながら、地域のモビリティを高めるサービスです。

移動サービスを通じて取得される各種データを活用し、公共交通とのシームレスな乗り継ぎや店舗への販促

支援、住民への情報配信などの付加価値サービスも提供します。 

 まちなか自動移動サービスは、移動サービスや各種サービスの提供を通じて、住宅地としての機能を高め、

人の往来を増やして地域を活性化する “ローカル MaaS”のモデルとなることを目指しています。 

コンソーシアムを主催する日本総合研究所は、自動運転技術の進展動向を踏まえ、まずは手動運転でのま

ちなか自動移動サービスの実装を進め、段階的に自動運転化を進めていく計画です。 

 

<コンソーシアムメンバー> 

 主催    ：  株式会社日本総合研究所 

 一般会員  ：  株式会社 IHI、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、沖電気工業株式会社 

          関西電力株式会社、ダイハツ工業株式会社、菱電商事株式会社 

 オブザーバー：  一般財団法人日本自動車研究所 

 協力会員  ：  神戸市、神戸市北区筑紫が丘自治会、神戸空港タクシー株式会社、 

          大和自動車交通株式会社、名古屋大学、みなと観光バス株式会社 

（五十音順） 

 

■まちなか自動移動サービス事業構想コンソーシアム設立について（2018年 8月 29日） 

https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=33228 

 


